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概要
　本稿は，MIRUの2019用のサンプルです．今年より200文字程度の概要を記述してください．
はじめに
本稿はMIRU2019テンプレートファイルです. MS-WORD用に作成されたものです.
原稿の書き方
言語
  使用言語は，日本語または英語です．
ページ数
  ページ数は4ページ以下として下さい. 
著者名と所属
著者名と所属，連絡先メールアドレスを原稿に明記して下さい．住所の記載は不要です．口頭発表候補論文の評価方法はシングルブラインドとなります．
キーワード
  キーワードは省略してください．
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